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平
成
１８
年
５
月
２７
日
（
土
）
に
北
海
道
芽
室
町
駅
前
プ
ラ
ザ

で
、
芽
室
町
と
友
好
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

芽
室
町
は
、
明
治
時
代
に
揖
斐
川
町
よ
り
多
く
の
方
々
が
入

植
し
て
お
り
、
歴
史
的
な
繋
が
り
が
深
く
、
先
人
の
偉
業
を
称

え
る
た
め
の
事
業
や
物
産
展
出
店
な
ど
揖
斐
川
町
と
の
交
流
が

数
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
友
好
都
市
提
携
に
よ

り
、
経
済
、
教
育
な
ど
広
範
な
分
野
に
お
け
る
交
流
事
業
を
通

し
て
、
両
町
の
住
民
同
士
の
絆
を
強
め
、
お
互
い
の
地
域
が
さ

ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
芽
室
町
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

芽
室
町
は
、
日
高
山
脈
と
大
雪
連
峰
を
望
む
十
勝
平
野
の
中

央
部
に
位
置
し
、
東
と
南
は
十
勝
の
中
心
都
市
帯
広
市
に
接
し

て
い
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
豊
か
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
小
麦
・

ば
れ
い
し
ょ
・
て
ん
さ
い
・
豆
類
・
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
畑

作
物
で
は
、
北
海
道
内
有
数
の
生
産
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
業
は
、
地
理
的
な
物
流
条
件
の
良
さ
や
、
帯
広
市
に
隣
接

し
て
い
る
と
い
う
立
地
条
件
を
活
か
し
、
工
業
団
地
の
造
成
・

企
業
誘
致
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
町
１
０
７
年
を
迎
え
た
芽
室
町
は
、
「
自
然
と
人
に
や
さ

し
い
町
」
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

気象の比較

揖斐川町

１５．３
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２，０５１．０

平成１７年 （気象台）
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土地の利用

揖斐川町
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９２．５

２．３

０

０．８

４．４

１００

（芽室町：Ｈ１７．１．１ 土地に関する概要書）

（揖斐川町：Ｈ１５．１０．１ 県土地利用区分別面積実態調査）
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２
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１６．９６

９．７８

６６．１４

５１３．９１

森 林

農用地

原 野

宅 地

その他

合 計

北海道 芽室町
ゲートボール発祥の地

友好都市提携調印後握手をする常山誠芽室町長（右）と宗宮孝生

揖斐川町長
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作付面積 
 3,300ha（北海道内で2位） 
収 穫 量  
 133,600t（北海道内で3位） 
 （H16） 

ばれいしょ 
作付面積 
 1,890ha（北海道内で2位） 
収 穫 量  
 5,660t（北海道内で2位） 
 （H16） 

小　　　豆 
作付面積 
 882ha（北海道内で1位） 
収 穫 量  
 12,800t（北海道内で1位） 
 （H16概数値） 

スイートコーン 

作付面積 
 3,550ha（北海道内で3位） 
収 穫 量  
 262,000t（北海道内で2位） 
 （H16） 

て ん さ い 
作付面積 
 228ha（北海道内で3位） 
収 穫 量  
 7,240t（北海道内で3位） 
 （H15概数値） 

長　い　も 
作付面積 
 6,170ha（北海道内で3位） 
収 穫 量  
 36,000t（北海道内で3位） 
 （H16） 

小　　　麦 

芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町 ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流

平成１７年度 芽室町での小学生農業体験事業（８月１８日～２２日）平成１７年１１月１３日 いびがわマラソンでの芽室町物産展

平成１７年１１月２３日 芽室町収穫祭での揖斐川町物産展
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全全
国国
植植
樹樹
祭祭
西西
濃濃
ササ
テテ
ララ
イイ
トト
会会
場場

五
月
二
十
一
日
（
日
）
に
、
第
五
十
七
回

全
国
植
樹
祭
西
濃
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
・
第
五

十
六
回
揖
斐
緑
と
水
の
祭
り
が
谷
汲
緑
地
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

谷
汲
中
学
校
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
式
典
、

ぶ
り
縄
を
用
い
た
木
登
り
名
人
に
よ
る
枝
打

ち
の
実
演
、
昭
和
三
十
二
年
に
行
わ
れ
た
全

国
植
樹
祭
の
紹
介
、
森
林
学
習
に
参
加
し
た

児
童
の
発
表
・
宣
言
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
が

主
役
と
な
り
森
林
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
、
治

山
や
治
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
講
演
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

来
場
者
も
参
加
者
も
そ
れ
ぞ
れ
緑
の
大
切

さ
や
環
境
保
護
の
重
要
性
を
再
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

きき
れれ
いい
なな
水水
をを
次次
のの
世世
代代
へへ

揖揖
斐斐
川川
流流
域域
クク
リリ
ーー
ンン
作作
戦戦

五
月
二
十
八
日
（
日
）
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
ら
の
や
ま
久
瀬
、
流
域
の

漁
協
な
ど
の
主
催
で
揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
の
本
流
・
支
流
の
揖
斐
川
会
場
、

久
瀬
会
場
、
坂
内
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
小
学
生

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
参
加
し
、

河
原
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

藤藤
橋橋
城城
周周
辺辺
をを
清清
掃掃

五
月
十
七
日（
水
）、藤
橋
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
協
議
会（
会
長

中
野
治
さ
ん
）六
十
六
名

が
地
元
の
観
光
地
で
あ
る
藤
橋
城
周
辺
で
草

取
り
な
ど
の
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
は
、
平
成
五
年
か
ら
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
「
藤
橋
ど
ん
ど
ん
」
の
来
場
者

に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。「
藤
橋
ど
ん
ど
ん
」

は
一
時
休
止
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
奉
仕
活

動
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
元
気
よ
く
作
業
を
さ
れ
、
美
し
く

な
っ
た
周
り
を
振
り
返
り
、
大
変
満
足
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

春春
日日
地地
域域
クク
リリ
ーー
ンン
作作
戦戦

五
月
二
十
八
日
（
日
）、春
日
地
域
一
丸
と
な
っ
て
、
集
落
内
や
町
道
、
農
・
林
道
、
県
道
な

ど
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
七
時
三
十
分
頃
か
ら
一
斉
に
清
掃
活
動
が
始
め
ら
れ
、

落
ち
葉
や
ゴ
ミ
な
ど
で
汚
れ
て
い
た
道
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

森林学習の様子

藤橋城周辺がきれいになりました

川がきれいになりました

県道春日揖斐川線（春日古屋地内）

町道安土線（春日美束種本地内）
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日日
本本
ププ
ロロ
ゴゴ
ルル
フフ
選選
手手
権権
大大
会会

五
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
の
四
日
間
に
わ

た
り
、
第
七
十
四
回
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
が
谷
汲
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
男
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
有
力
選
手

の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を
身
近
で
楽
し
も
う
と
、

多
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

町
内
か
ら
も
大
会
の
運
営
に
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

ま
た
大
会
で
優
勝
し
た
近
藤
智
弘
選
手
に

は
、
宗
宮
町
長
よ
り
揖
斐
川
町
の
特
産
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

いい
びび
花花
とと
緑緑
のの
まま
つつ
りり
２２
００
００
６６

六
月
二
日
か
ら
四
日
の
間
、
揖
斐
川
町
中

央
公
民
館
で
「
い
び
花
と
緑
の
ま
つ
り
２
０

０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
町
内
か
ら
出
展
さ
れ
た
見
頃

を
迎
え
た
さ
つ
き
、
花
木
の
寄
せ
植
え
、
山

野
草
、
ひ
ょ
う
た
ん
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
々
は
丹
精
込
め
て
作

ら
れ
た
作
品
や
咲
き
誇
る
花
の
美
し
さ
に
魅

了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
車
場
で
は
寄
せ
植
え
教
室
、
花

木
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
花
・
木
の
苗

の
無
料
配
布
、
物
産
展
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

揖揖
斐斐
高高
原原

花花
桃桃
フフ
ェェ
スス
タタ
開開
催催

五
月
十
四
日（
日
）、揖
斐
高
原
貝
月
リ
ゾ
ー

ト
で
「
花
桃
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
ら
の
や
ま
久
瀬
が
公
益

信
託
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
つ
ら
つ
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
を

受
け
、
「
花
桃
」
と
「
大
自
然
」
と
「
音
楽
」

で
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
今
年
初
め
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

約
七
百
名
の
来
場
者
と
五
十
四
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
揖
斐
高
原
に
響
く
八

組
の
プ
ロ
の
歌
声
に
魅
了
さ
れ
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

星星
のの
ふふ
るる
里里
ふふ
じじ
はは
しし

道道
のの
駅駅

開開
業業
十十
周周
年年
記記
念念
イイ
ベベ
ンン
トト

六
月
四
日
（
日
）、恒
例
の
新
鮮
朝
市
と
同

時
に
「
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し

道
の
駅

開
業
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
地
元
の
特
産
品
な
ど
の
販
売

や
百
万
人
目
の
来
場
者
の
記
念
式
典
、
藤
橋

権
現
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

ま
た
、
徳
山
ダ
ム
見
学
会
や
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
餅
ま
き
・
菓
子
ま
き
が
行
わ
れ
、
大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

表彰式の様子

熱いステージで盛り上がりました
藤橋権現太鼓が披露されました

寄せ植え教室の様子
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揖揖
斐斐
川川
町町
消消
防防
操操
法法
大大
会会

五
月
二
十
八
日（
日
）に
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
揖
斐
川
消
防
団
二
十
チ
ー
ム
、
谷
汲
消
防
団
六
チ
ー
ム
、
春
日

消
防
団
、
久
瀬
消
防
団
各
一
チ
ー
ム
の
計
二
十
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
は
、
揖

斐
川
消
防
団
九
チ
ー
ム
、
谷
汲
消
防
団
六
チ
ー
ム
の
十
五
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
厳
し
い
訓

練
の
成
果
を
披
露
し
、
操
法
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

〈
揖
斐
川
消
防
団
〉

優

勝

揖
斐
分
団
第
一
班

準
優
勝

小
島
分
団
第
二
班

三

位

大
和
分
団
第
三
班

四

位

北
方
分
団
第
三
班

五

位

揖
斐
分
団
第
二
班

六

位

大
和
分
団
第
二
班

七

位

清
水
分
団
第
一
班

〈
谷
汲
消
防
団
〉

優

勝

第
二
分
団
第
二
班

準
優
勝

第
二
分
団
第
三
班

三

位

第
四
分
団

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

〈
揖
斐
川
消
防
団
〉

優

勝

永
分
団
第
二
班

準
優
勝

揖
斐
分
団
第
一
班

三

位

小
島
分
団

〈
谷
汲
消
防
団
〉

優

勝

第
三
分
団
第
一
班

準
優
勝

第
三
分
団
第
二
班

三

位

第
四
分
団

小小
津津
地地
区区
でで
土土
砂砂
災災
害害
防防
災災
訓訓
練練

六
月
四
日
（
日
）
に
、
小
津
地
区
で
土
砂

災
害
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
防

災
訓
練
は
小
津
地
区
の
住
民
の
参
加
に
よ
り
、

越
美
山
系
砂
防
事
務
所
、
県
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
適
切
な
避
難

が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
各
機
関
の
情
報
が
確

実
に
早
く
住
民
に
伝
達
で
き
る
よ
う
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

訓
練
は
的
確
に
迅
速
に
行
わ
れ
、
参
加
者

は
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
、
ま
ち
の
安

全
は
み
ん
な
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
さ
ら

に
高
め
ま
し
た
。

近
年
、
高
齢
者
が
関
す
る
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
揖
斐
警
察
署
、
揖

斐
地
区
交
通
安
全
協
会
よ
り
大
和
地
区
が
今

年
度
「
高
齢
者
交
通
安
全
推
進
地
区
」
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
五
月
三
十
一

日
（
水
）
に
大
和
小
学
校
体
育
館
で
「
大
和

地
区
高
齢
者
交
通
安
全
大
学
校
」
の
開
校
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
警
察
署
長
を
始
め
大
和
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
員
な
ど
約
百
六
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
皆
さ
ん
が
交
通
安
全

の
意
識
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
、
事
故
が
防
が

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大大
和和
地地
区区
高高
齢齢
者者
交交
通通
安安
全全
大大
学学
校校
開開
校校

避難訓練の様子

小型ポンプの部（谷汲）優勝 第２分団第２班

小型ポンプの部（揖斐川）優勝 揖斐分団第１班

堀部学長によるあいさつ

ポンプ車の部（谷汲）優勝 第３分団第１班

ポンプ車の部（揖斐川）優勝 永分団第２班
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叙叙
勲勲
受受
章章
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

四
月
二
十
九
日
付
け
で
、
平
成
十
八
年
春

の
叙
勲
と
第
六
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の

受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
町
か
ら
は
六
名
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

〈
旭
日
小
綬
章
〉

樋
口
直
嗣
さ
ん
（
春
日
香
六

地
方
自
治

功
労
）
は
旧
春
日
村
長
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
に
際
し
、「
私
に
は
過
ぎ
た
大
き
な
栄

誉
で
あ
り
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
偏

に
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
で
あ
り
、
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
瑞
宝
双
光
章
〉

小
森
範
文
さ
ん（
三
輪

学
校
保
健
功
労
）

は
学
校
歯
科
医
と
し
て
地
域
の
児
童
生
徒
の

健
康
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

藤
原
勇
一
さ
ん
（
春
日
小
宮
神

消
防
功

労
）
は
旧
春
日
村
消
防
団
団
長
と
し
て
、
地

域
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
藤
原
さ
ん

は
「
こ
れ
も
先
輩
、
団
員
の
お
か
げ
で
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

〈
瑞
宝
単
光
章
〉

高
橋
正
昭
さ
ん
（
清
水

国
土
交
通
業
務

功
労
）
は
国
土
交
通
技
官
と
し
て
、
安
全
管

理
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

林

明
美
さ
ん
（
谷
汲
長
瀬

鉄
道
業
務

功
労
）
は
名
古
屋
鉄
道
の
保
線
作
業
に
長
年

従
事
さ
れ
、
鉄
道
の
安
全
な
運
行
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

〈
瑞
宝
単
光
章

危
険
業
務
従
事
者
〉

高
橋
勝
彦
さ
ん
（

永

消
防
功
労
）
は

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
司
令
と
し
て
地
域
の

安
全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
晴
れ
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功

労
に
感
謝
し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

表表
彰彰
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

岐
阜
県
功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
房
島
の
富
田
千

秋
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

富
田
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
長
年
の
町
議
会
議
員
と
し
て

の
地
方
自
治
振
興
へ
の
尽
力
に
対
し
、
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ごご
長長
寿寿
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

五
月
十
九
日
（
金
）、三
輪
の
高
橋
タ
マ
エ
さ
ん
が
九

十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
さ
れ
、毎

朝
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
さ
れ
る
ほ
ど
お
元
気
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
大
正
琴
も
趣
味
で
弾
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ご
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食

べ
、
よ
く
動
く
こ
と
が
よ
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
に
は
、
宗
宮
町
長
よ
り
長
寿
の
お
祝
い
と

褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

瑞宝単光章 林 明美さん

旭日小綬章 樋口直嗣さん

表彰された富田さん

瑞宝双光章 藤原勇一さん

高橋さんおめでとうございます

瑞宝単光章 高橋正昭さん
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第第
十十
六六
回回
岐岐
阜阜
県県
健健
康康
福福
祉祉
祭祭

でで
健健
康康
長長
寿寿
賞賞
をを
受受
賞賞

五
月
二
十
五
日
（
木
）、岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
第
十
六
回
岐
阜
県
健

康
福
祉
祭
が
開
催
さ
れ
、
剣
道
で
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
に
参
加
さ
れ
た
下
岡
島
の
中
村
勇

さ
ん
が
健
康
長
寿
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
中
村
さ
ん
は
、
「
先
祖
の
お

か
げ
で
丈
夫
な
体
を
与
え
て
も
ら
い
、
健
康

で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東東
海海
地地
区区
高高
等等
学学
校校
総総
合合
体体
育育
大大
会会
出出
場場

六
月
十
七
、
十
八
日
に
行
わ
れ
た
東
海
地

区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
た
選

手
五
名
が
宗
宮
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

小
寺
隆
弘
さ
ん
（

永
）、野
村
尚
史
さ
ん

（
志
津
山
）、野
原
大
地
さ
ん
（

永
）
の
三

名
は
大
垣
商
業
高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
県
大
会
二
位
に
入
賞
し
、
ま
た

野
原
佳
菜
さ
ん
（

永
）
と
内
藤
栄
美
さ
ん

（

永
）
の
二
名
は
岐
阜
総
合
学
園
高
等
学

校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で
県
大
会
五
位
に

入
賞
し
東
海
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
は
、「
揖
斐
川
町
を
代
表
し
、
普

段
鍛
え
た
技
術
と
心
を
平
常
心
で
十
分
に
発

揮
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

かか
すす
がが
モモ
リリ
モモ
リリ
村村
八八
十十
万万
人人
達達
成成

五
月
十
九
日
（
金
）
に
か
す
が
モ
リ
モ
リ

村
の
来
場
者
が
八
十
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

八
十
万
人
目
と
そ
の
前
後
各
一
人
の
来
場
者

に
は
、
地
域
の
特
産
品
な
ど
の
記
念
品
が
宗

宮
町
長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

と
お
る

八
十
万
人
目
に
は
、
大
垣
市
の
平
松

太

さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。
平
松
さ
ん
は
、
「
薬

草
風
呂
は
体
が
す
っ
き
り
し
て
い
い
。
ま
た

食
事
も
お
い
し
い
の
で
月
に
二
、
三
回
来
て

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
は
平
成
九
年
四
月
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
九
年
ほ
ど
で
八
十
万
人
の

来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

谷谷
汲汲
統統
合合
小小
学学
校校
建建
設設
工工
事事
着着
々々
とと
進進
むむ

谷
汲
名
礼
地
区
で
建
設
中
の
谷
汲
統
合
小

学
校
は
平
成
十
九
年
四
月
の
開
校
を
目
指
し

着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
、
外
形
の
一
部
が

姿
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
八
月
の
第
一
回
谷
汲
統
合
研

究
委
員
会
か
ら
四
年
、
先
進
校
視
察
（
旧
上

矢
作
・
旧
加
子
母
小
学
校
）
な
ど
を
経
て
、

建
設
推
進
委
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
寺
田
昭
士
建
設
委
員
長
ほ
か
十
七

名
の
委
員
が
現
場
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

８０万人目の来場者に記念品が贈られました

中村さん おめでとうございます東海大会へ出場される選手の皆さん

建設中の谷汲統合小学校
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いい
ちち
ごご
狩狩
りり
をを
しし
たた
よよ
！！

おお
じじ
まま
幼幼
児児
園園

五
月
十
八
日
（
木
）
に
お
じ
ま
幼
児
園
、

四
・
五
歳
児
の
六
十
五
人
が
近
く
の
窪
田
光

吉
さ
ん
の
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
に
招
か
れ
、
い
ち

ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
き
な
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
、
赤
く
色
付
い

た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
い
ち
ご
が
顔
を
見
せ
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
バ
ケ
ツ
の
中
に
入

れ
て
い
ま
し
た
。

窪
田
さ
ん
の
ご
好
意
に
感
謝
し
な
が
ら
、

ジ
ャ
ム
作
り
も
し
、
い
ち
ご
を
十
分
味
わ
い

ま
し
た
。

薬薬
草草
料料
理理
教教
室室
をを
開開
催催

第
十
七
回
伊
吹
山
薬
草
サ
ミ
ッ
ト
が
揖
斐

川
町
で
八
月
九
日
に
開
催
さ
れ
る
の
に
先
立

ち
、
薬
草
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。「
身

近
な
薬
草
を
使
っ
た
料
理
」
を
テ
ー
マ
に
沢

ア
ザ
ミ
と
梅
干
の
ス
ー
プ
や
薬
草
天
ぷ
ら
、

こ
ん
に
ゃ
く
と
ず
い
き
の
胡
桃
和
え
、
草
団

子
、
シ
モ
ン
茶
な
ど
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
ど
く
だ
み
、
臭
く
な
い
ね
」

「
沢
あ
ざ
み
の
食
感
が
い
い
ね
」
な
ど
、
食

べ
や
す
く
お
い
し
く
食
べ
る
調
理
方
法
を
学

び
、
「
家
の
周
り
の
薬
草
で
料
理
で
き
る
の

で
、
ま
た
作
り
た
い
」
と
感
想
を
残
し
ま
し

た
。

看看
護護
のの
日日

谷
汲
中
央
診
療
所
で
は
、
五
月
八
日
か
ら

十
三
日
の
看
護
週
間
に
看
護
師
の
仕
事
な
ど

の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

十
二
日
は
「
看
護
の
日
」
で
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な
み

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
看
護
や
ケ
ア
の
心
、
助

け
合
い
の
心
を
広
く
分
か
ち
合
い
、
認
識
す

る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
脇
医
師
は
「
こ
れ
を
機
に
思
い
や
り
の

心
を
持
っ
て
看
護
に
あ
た
る
大
切
さ
を
多
く

の
方
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

西西
美美
濃濃
天天
文文
台台
建建
築築
工工
事事
安安
全全
祈祈
願願
祭祭

五
月
二
十
三
日
（
火
）
に
鶴
見
の
藤
橋
城

横
で
西
美
濃
天
文
台
建
築
工
事
の
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
十
月
の
完
成
を

目
指
し
て
こ
れ
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
望
遠
鏡
を
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
後
、

新
し
い
施
設
に
移
設
し
、
観
測
機
器
も
更
新

し
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
例
を
見
な
い

最
新
の
太
陽
望
遠
鏡
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

晴
天
時
は
藤
橋
城
で
鮮
明
な
太
陽
表
面
の
現

象
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
機
能
に
と
ど
ま

ら
ず
、
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く

の
人
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
観
光
交
流
の
目

玉
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

みんなで楽しくいちご狩り

看護に関するパネルを展示

おいしい薬草料理つくり

西美濃天文台 完成予想図
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第
４
回
臨
時
会
を
開
催

第
４
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会
が
、
５
月

１９
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
事
項

（
３
月
３１
日
専
決
）、工
事
請
負
契
約
の
締
結

な
ど
、
１５
議
案
が
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
揖
斐
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
（
専
決
処
分
事
項
）

国
の
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
個
人

住
民
税
の
所
得
割
の
税
率
改
正
や
地
震
保
険

料
控
除
の
創
設
、
固
定
資
産
税
で
は
負
担
水

準
の
低
い
土
地
に
係
る
負
担
調
整
措
置
の
改

正
や
住
宅
耐
震
改
修
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
の
創
設
、
た
ば
こ
税
で
は
税
率
の

引
き
上
げ
や
手
持
品
課
税
の
実
施
な
ど
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
専
決
処
分
事

項
）国

の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正

に
伴
い
、
介
護
納
付
金
に
要
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
の
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
等

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
専
決
処
分
事

項
）町

の
行
政
組
織
の
変
更
に
伴
い
、
所
管
課

の
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
専

決
処
分
事
項
）

国
の
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
改
正
に
伴
い
、

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
災
害
補
償
基
礎

額
等
を
引
き
下
げ
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
（
専
決
処
分

事
項
）

平
成
１７
年
度
の
事
業
費
の
確
定
に
伴
い
、

国
県
補
助
金
、
剰
余
金
の
基
金
積
立
、
地
方

債
等
に
つ
い
て
所
要
の
補
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◎
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。

・
藤
橋
温
泉
整
備
事
業

温
泉
施
設
建
築
工
事

請
負
金
額

４
億
６
２
０
０
万
円

・
藤
橋
温
泉
整
備
事
業

温
泉
施
設
給
排
水

機
械
設
備
工
事

請
負
金
額

２
億
１
５
２
５
万
円

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
請
負
契
約
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

・
岐
礼
・
高
科
農
業
集
落
排
水
１７
―

４
工
事

変
更
前

９
２
９
２
万
５
０
０
０
円

変
更
後

９
５
９
５
万
９
５
０
０
円

◎
揖
斐
川
町
大
和
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

揖
斐
川
町
房
島
の
林
秀
夫
氏
が
委
員
に
選

任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
活
動
報
告

５
月

１５
日

第
６
回
議
会
運
営
委
員
会

・
第
４
回
臨
時
会
等
に
つ
い
て

１９
日

第
７
回
議
会
全
員
協
議
会

・
専
決
処
分
事
項
に
つ
い
て

１９
日

第
４
回
臨
時
会

・
下
水
特
別
委
員
会
の
報
告
に

つ
い
て
等

６
月

１
日

第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

・
第
５
回
定
例
会
に
つ
い
て
等

平成１７年度補正予算 （単位：千円）

総 額

１４，４７６，３０６

２，４１９，８８８

１５０，６６８

２，７９０，１２４

１７８，２００

１，７３４，３８３

５１０，０３３

補正額

２２４，５２３

６０，７６１

△２，３０４

△７２，５３９

△１２，９５６

△２７，５７３

△２，３００

一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 名

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

国民健康保険直診勘定特別会計

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計

谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事 業 特 別 会 計
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ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

６
月
４
日（
日
）、好
天
に
恵
ま
れ
、ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
開
催
さ
れ
、

約
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
ド
ッ
チ
ビ
ー
・
ペ
タ
ン

ク
や
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
交
流
大
会
で
は
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ピ
ン

ポ
ン
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
・
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
で
は
楽
し
く

い
い
汗
を
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
・
体
力
チ

ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
言
葉

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

な
お
交
流
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

優

勝

チ
ー
ム
Ｍ

準
優
勝

谷
汲
Ａ

三

位

テ
ン
シ
ョ
ン
あ
げ
２

【
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
】

（
女
子
の
部
）

優

勝

な
か
よ
し
チ
ー
ム

準
優
勝

ほ
ぼ
ー
ず

（
混
合
の
部
）

優

勝

ア
イ
ク
ラ
ッ
プ

準
優
勝

Ｓ
Ｋ
Ｃ
ス
ピ
リ
ッ
ツ

【
ド
ッ
チ
ビ
ー
】

（
低
学
年
の
部
）

①
コ
ー
ト
優
勝

揖
斐
Ａ

②
コ
ー
ト
優
勝

西
津
汲
こ
ど
も
会

③
コ
ー
ト
優
勝

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
春
日
Ａ

④
コ
ー
ト
優
勝

大
和
ピ
ン
ク

⑤
コ
ー
ト
優
勝

清
水
野
球
Ａ

（
高
学
年
の
部
）

①
コ
ー
ト
優
勝

揖
斐
Ｋ

②
コ
ー
ト
優
勝

清
水
Ｃ
・
大
和
オ
レ
ン
ジ

③
コ
ー
ト
優
勝

大
和
ワ
イ
ン

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

親
子
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

５
月
２８
日（
日
）、谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
第
３０
回
と
な
る
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
親
子
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
団
員
・
保
護

者
・
指
導
者
な
ど
、
総
勢
５
０
０
人
を
超
す

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

輪
く
ぐ
し
パ
ス
・
目
か
く
し
競
争
な
ど
の

親
子
で
協
力
し
て
行
う
種
目
が
行
わ
れ
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

普
段
の
競
技
か
ら
離
れ
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
笑
顔
の
た
え
な
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。健

康
・
栄
養
相
談
、体
力
測
定
の
ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
１９
日
（
水
）
１４
時
〜
１６
時

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

町
民
プ
ー
ル
監
視
員
・

水
泳
教
室
指
導
員
の
募
集
！

夏
季
開
業
の
町
民
プ
ー
ル
監
視
員
と
幼
少

年
水
泳
教
室
指
導
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

◎
プ
ー
ル
監
視
員

■
募
集
人
員

１０
名
〜
１５
名

■
応
募
資
格

１８
歳
以
上
の
泳
げ
る
元
気
な
人

■
雇
用
期
間

６
月
２４
日
（
土
）
〜
９
月
１０
日
（
日
）

た
だ
し
、
６
月
お
よ
び
７
月
中
旬
ま
で

と
９
月
は
土
・
日
の
み
勤
務

勤
務
日
程
は
応
相
談

■
勤
務
時
間

９
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

■
賃

金

時
間
給
８
５
０
円

■
そ

の

他

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
貸
与
し
ま

す
。

◎
水
泳
教
室
指
導
員

■
募
集
人
員

若
干
名

■
応
募
資
格

水
泳
指
導
資
格
取
得
者
ま
た

は
経
験
者

■
雇
用
期
間

７
月
２５
日
（
火
）〜

８
月
４
日
（
金
）

■
指
導
期
間

幼
児
ク
ラ
ス

１
時
間

小
学
生
ク
ラ
ス
１
時
間
１５
分

１
日
２
・
３
ク
ラ
ス

■
賃

金

経
験
そ
の
他
資
格
に
よ
っ
て

相
談
の
上
決
定
し
ま
す
。

（
交
通
費
支
給
）

■
そ

の

他

水
着
な
ど
は
貸
与
し
ま
す
。

事
前
研
修
あ
り
。

※
問
合
せ
先

揖
斐
川
健
康
広
場

担
当

山
川
ま
で

２
１－

３
１
０
０

７月１６日（日）は家庭の日 揖斐川町青少年育成町民会議

ドッチビーの様子

体操の様子

健康相談コーナーの様子

大福くい競争の様子

カローリングの様子
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ふ
れ
あ
い
ペ
タ
ン
ク
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で
は
、

「
ふ
れ
あ
い
ペ
タ
ン
ク
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

■
日

時

７
月
９
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

■
場

所

永
グ
ラ
ン
ド
東
面

■
参
加
費

１
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
申
込
方
法

３
人
１
チ
ー
ム
で
７
月
４
日

（
火
）
ま
で
に
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
、
揖

斐
川
健
康
広
場
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

橋
本
孝
市（
２
２
‐
３
８
０
４
）

地
区
公
民
館
活
動

☆
大
和
公
民
館

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

７
月
３０
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

☆
揖
斐
公
民
館

《
ソ
フ
ト
レ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

７
月
２
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

☆

永
公
民
館

《
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

７
月
２
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

永
グ
ラ
ン
ド

《
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時

７
月
３０
日
（
日
）
７
時
〜

◆
場
所

永
公
民
館
駐
車
場

☆
小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級

『
バ
ス
研
修
▼
常
滑
焼
に
は
ま
ろ
う
』》

◆
日
時

７
月
３
日
（
月
）
９
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級
『
水
あ
そ
び
を
し
よ
う
』》

◆
日
時

７
月
２１
日
（
金
）
１０
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
夏
祭
り
『
踊
り
の
練
習
会
』》

◆
日
時

７
月
２２
日
（
土
）
１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

小
島
小
学
校
体
育
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時

７
月
８
・
１５
・
２２
日（
土
）９
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

☆
春
日
公
民
館

《
春
日
青
少
年
育
成
区
民
会
議
》

◆
日
時

７
月
１
日
（
土
）
１３
時
３０
分
〜

◆
場
所

春
日
中
学
校
体
育
館

☆
藤
橋
公
民
館

《
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
》

◆
日
時

６
月
２７
日
（
火
）
１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

藤
橋
小
中
学
校
体
育
館

☆
坂
内
公
民
館

《
お
菓
子
作
り
教
室
》

◆
日
時

７
月
１
日
（
土
）
１３
時
〜

◆
場
所

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

※
参
加
無
料

学
校
だ
よ
り

安
全
・
安
心
な
学
校
を
め
ざ
し
て

〜
大
和
小
学
校
〜

危
険
を
察
知
し
、
我
が
身
を
守
る
�

岐
阜
県
警
察
本
部
の
幼
児
等
連
れ
去
り
事

案
未
然
防
止
教
育
班
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
来
て

い
た
だ
き
、
不
審
者
か
ら
我
が
身
を
守
る
方

法
を
腹
話
術
や
実
演
な
ど
を
交
え
、
分
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
次
の
「
不
審
者
か
ら
我
が
身
を
守

る
五
つ
の
約
束
」
を
き
め
細
か
く
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

不
審
者
か
ら
我
が
身
を
守
る
五
つ
の
約
束

一
、
一
人
で
遊
び
ま
せ
ん
。

二
、
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
き
ま
せ
ん
。

三
、
だ
れ
と
、
ど
こ
で
遊
ぶ
か
話
し
ま
す
。

四
、
大
き
な
声
で
叫
び
ま
す
。

五
、
近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
ま
す
。

学
校
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
と
の
顔
合
わ
せ

揖
斐
郡
内
に
お

い
て
も
声
か
け
事

案
が
起
き
て
お
り
、

い
つ
児
童
が
危
害

に
遭
う
か
分
か
ら

な
い
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状

況
下
、
児
童
の
地

域
で
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
学

校
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
に
児
童
の
下
校

時
刻
に
あ
わ
せ
て
各
地
区
で
巡
回
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
学
校
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
は
、

三
十
四
名
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
々
と
児

童
と
の
顔
合
わ
せ
会
を
連
れ
去
り
防
止
教
室

の
後
に
実
施
し
ま
し
た
。

児
童
の
下
校
時
間
は
も
と
よ
り
、
通
学
路

の
安
全
確
保
に
も
地
域
の
皆
さ
ん
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
児
童
の
地
域
で

努
め
て
い
ま
す
。

命
を
大
切
に
す
る
心
と
態
度
の
育
成

揖
斐
署
の
お
巡
り
さ
ん
と
交
通
指
導
員
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
交
通
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。

全
校
児
童
で
分
団
で
の
歩
き
方
と
班
長
さ

ん
の
安
全
確
認
の
方
法
な
ど
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
特
に
、
一
列
で
き
ち
ん
と
歩
く
訓

練
、
班
長
さ
ん
に
よ
る
左
右
の
安
全
確
認
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
四
、
五
、
六
年
生
は
安
全
な
自
転

車
の
乗
り
方
の
お
話
を
聞
い
た
後
、
実
際
に

模
擬
道
路
を
使
っ
て
正
し
い
自
転
車
の
乗
り

方
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

燦サンギャラリー
○藤橋ちぎり絵教室作品展
７月１日～７月１３日

○社会を明るくする運動
月間作品展示 保護司会
７月１５日～７月２５日

○川サミット
７月２６日～７月３０日

中央公民館プチギャラリー
○アジア韓国展 河村 優
６月２４日～６月２９日

○社会を明るくする運動
揖斐川町小・中ポスター展 保護司会
７月１日～７月１２日

○光の祭典 いび川の花火 高橋 義昭
７月１４日～７月２０日

○川サミット協賛展 文化協会員
７月２２日～７月３０日

７月は『青少年の非行問題に取り組む全国強調月間』です。 12IBIGAWA 2006 JULY



地
域
と
共
に
歩
む
坂
内
小
中
学
校

〜
坂
内
小
中
学
校
〜

坂
内
小
中
学
校
は
、
小
中
併
設
の
小
規
模

校
で
す
。
こ
の
実
情
を
生
か
し
て
本
校
で
は

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、
児
童
・
生
徒
が

同
じ
校
舎
の
中
で
互
い
に
深
く
関
わ
り
な
が

ら
九
年
間
の
義
務
教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。

坂
内
の
地
は
学
校
に
対
す
る
理
解
と
協
力

が
深
く
、
様
々
な
形
で
学
校
の
教
育
活
動
に

参
画
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
同
時
に
学
校
と

し
て
も
坂
内
を
理
解
し
愛
す
児
童
生
徒
を
育

む
た
め
の
教
育
活
動
を
小
中
連
携
の
元
に
進

め
て
お
り
、
積
極
的
に
職
員
も
含
め
地
域
の

方
々
と
の
交
流
や
地
域
行
事
へ
の
参
加
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

恒
例
行
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
四
月

に
は
お
花
見
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に

学
校
の
教
育
活
動
に
深
く
関
わ
っ
て
頂
い
て

い
る
方
々
を
招
き
、
校
庭
の
桜
の
木
の
下
で

児
童
・
生
徒
、
職
員
、
地
域
の
方
々
が
一
緒

に
特
製
の
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

六
月
に
は
小
中
学
生
全
員
で
坂
内
の
自
然

保
護
活
動
と
し
て
坂
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行

い
、
今
年
は
地
域
の
方
々
に
も
有
線
テ
レ
ビ

を
通
し
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
会
も
小
中
合
同
で
行
う
と
共

に
、
坂
内
地
区
全
体
の
運
動
会
と
し
て
も
行

わ
れ
ま
す
。
十
一
月
に
は
地
域
文
化
祭
が
行

わ
れ
、
午
前
中
は
小
中
学
校
の
出
し
物
を
地

域
の
方
々
に
見
て
頂
き
ま
す
。
一
昨
年
は
中

学
生
全
員
で
一
時
間
の
劇
と
し
て
、
坂
内
か

ら
の
北
海
道
開
拓
移
民
団
の
苦
難
を
描
い
た

劇
、
昨
年
度
は
坂
内
の
へ
き
地
医
療
の
充
実

に
苦
労
さ
れ
た
地
域
の
方
々
の
営
み
を
劇
と

し
て
上
演
し
ま
し
た
。
鑑
賞
し
て
頂
い
た
地

域
の
方
々
か
ら
は
多
く
の
賞
賛
の
声
を
頂
き

ま
し
た
。
演
じ
た
中
学
生
た
ち
は
、
劇
作
り

を
通
し
て
坂
内
の
先
人
の
苦
労
な
ど
を
深
く

理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
今
後

も
坂
内
学
校
は
常
に
地
域
の
学
校
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
坂
内
の
文
化
、自
然
、人
々

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
濃
地
区
中
高
一
貫
教
育
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度
か
ら
、
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
校
が
正
式
に
発
足
し
、連
携
校
三
校（
揖

斐
高
等
学
校
、
揖
斐
川
中
学
校
、
北
和
中
学

校
）
で
は
授
業
交
流
な
ど
、
積
極
的
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

授
業
交
流
で
は
、
次
の
よ
う
な
成
果
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。
連
携
校
で
現
在
行
わ
れ
て

い
る
「
教
育
」
が
分
か
り
合
え
、
中
高
を
見

据
え
た
授
業
展
開
が
で
き
、
子
ど
も
の
成
長

を
長
い
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
以
下
は
、
授
業
を
受
け

て
の
生
徒
の
感
想
で
す
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
英
語
の
授
業
は
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
特
に
揖
斐
高
校
か
ら

河
村
先
生
が
き
て
い
た
だ
い
た
時
は
、
担
当

の
先
生
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
、

三
人
の
先
生
に
よ

る
授
業
に
な
り
ま

す
。
質
問
し
た
い

時
や
分
か
ら
な
い

時
す
ぐ
に
教
え
て

く
だ
さ
り
、
と
て

も
う
れ
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

（
揖
斐
川
中
学
校

３
年
）

Speaking
（
話
す
こ
と
）
の
多
い
英
語

に
と
っ
て
、
先
生
方
の
お
手
本
と
サ
ポ
ー
ト

は
、
本
当
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

揖
斐
高
校
の
中
村
先
生
が
北
和
中
に
来
て

く
だ
さ
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

そ
れ
は
、
分
か
ら
な
い
問
題
を
分
か
り
や

す
く
教
え
て
く
だ
さ
る
か
ら
で
す
。
問
題
が

思
う
よ
う
に
解
け
な
く
て
困
っ
て
い
た
時
、

『
こ
こ
は
こ
う
す
る
ん
だ
よ
』
と
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
答

え
で
は
な
く
ヒ
ン
ト

を
少
し
ず
つ
出
し
て
、

徐
々
に
答
え
に
気
付

か
せ
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
す
。
解
け
た
時

は
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

（
北
和
中
学
校

３
年
）

北
和
中
学
校
か
ら
み
え
た
井
上
先
生
は
、

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
分
か
り
や
す
く
教
え

て
く
だ
さ
り
、
解
き
方
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
ま
め
に
私
た
ち
の
周
り
を
ま

わ
っ
て
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
質

問
が
し
や
す
か
っ
た

で
す
。
授
業
は
先
生

が
複
数
み
え
る
こ
と

で
、
す
ぐ
質
問
が
で

き
、
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
そ
の
ま
ま
に

な
ら
ず
、
そ
の
場
で

理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（
揖
斐
高
等
学
校

１
年
）

個
別
指
導
の
大
切
さ
、
そ
の
中
で
先
生
と

生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が

よ
く
伺
え
ま
す
。
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「8020」運動表彰のご案内 
　揖斐口腔保健協議会では、平成18年4月1日現在、
80歳以上で自分の歯が20本以上ある方を表彰し
ます。 
　該当すると思われる方は、推薦用紙を各地区保健
センターまたは、振興事務所窓口に取りに来ていた
だき、揖斐郡内の歯科医師の検診をお受けください。 
検診期間は、7月1日から7月31日までです。 
　なお、歯科検診は無料です。 
＊注意　過去にこの表彰を受けた方は対象となりま
せんのでご了承ください。 

愛の献血助け合い運動 
（実施期間：7月1日～7月31日） 

献血は　命輝く　ボランティア 
皆さんの温かいご協力をお待ちしています 
《今後の献血予定》 

咽頭結膜熱（プール熱）が増えています 
ご注意ください 

　咽頭結膜熱は、例年7月から8月がピークですが、
今年は4月時点で例年のピーク時に迫る発生状況と
なっており、流行する兆しがあります。また今後気温
が高くなるとウイルスが繁殖しやすく夏に向け急増
することが予測されますのでご注意ください。 
咽頭結膜熱（プール熱）とは？ 
　夏にプールを介して子どもたちの中で流行するこ
とが多いので「プール熱」といいますが、実際はプー
ルに入らなくてもうつります。アデノウイルスの一種
が目や口から入ることで起こります。潜伏期間は4
～7日です。 
症状は？ 
☆発熱（38～40℃）、頭痛、体のだるさ 
☆のどの痛み、食欲不振 
☆目の赤み、目の痛み、目やになどが主な症状です。
だいたい1～2週間で治ってきます。 
予防法は？ 
☆流水と石けんによる手洗い、うがいをしましょう。 
☆感染者との密接な接触を避けましょう。 
　（タオルなどは別に使いましょう） 
☆プールから上がったら、シャワーを浴び、よく目を
洗い、うがいをしましょう。 
☆バランスのとれた食事と十分な睡眠で普段から抵
抗力をつけておくことも大切です。 

治療 
　☆熱やのどの痛みをおさえる薬が処方されます。 

期　　日 時　　間 場　　所 
8月2日 

11月12日 

11月16日 

12月6日 

2月2日 

月　  日 

7月22日（土） 
7月26日（水） 
7月28日（金） 
8月 2日（水） 
8月 3日（木） 
8月 4日（金） 

場    所 時　間 

9時30分 
　 ～ 
　13時 

地区 月　  日 

7月25日（火） 
8月 1日（火） 

場    所 

谷汲公民館 

時　間 

9時30分～ 
　　13時 

9:30～16:30 
10:00～15:30 
10:00～12:00 
13:30～15:30 
9:30～16:30 
9:30～12:00 
13:30～16:30

揖斐川保健センター 
谷汲門前駐車場（谷汲もみじまつり） 
春日振興事務所 
久瀬振興事務所 
揖斐川保健センター 
日東あられ揖斐工場 
揖斐厚生病院 

食事づくりを通して、ふだんと少し違った親子のふれあいをしてみませんか？　 
野菜をたっぷり使った夏メニューでおなかも心も満腹に　　多数の参加をお待ちしています。 

▼春日・久瀬・藤橋・坂内地区については、日程が決まり
次第、学校を通じてお知らせします。 

▼揖斐川地区 ▼谷汲地区 
☆　日時・場所 
 

清水 
大和 
北方 
　永 
揖斐 
小島 

清水公民館 
大和公民館 
農村婦人の家 
　永公民館 
揖斐公民館 
小島小学校 

★　対　象　　小学校1年生～6年生と保護者（低学年は保護者との参加が原則です） 
☆　定　員　　各日　15組（申し込み順） 
★　参加料　　1人　100円（材料負担金） 
☆　持ち物　　エプロン・三角巾・ふきん・参加費 
★　指　導　　食生活改善連絡協議会員　　町栄養士 
☆　内　容　　食改よりエプロンシアター「バランスの摂れた食事」 

調理実習 
★　締め切り　　7月14日（金） 
☆　お問い合せ・申込み　　　揖斐川保健センター　　　TEL 23－1511

14IBIGAWA 2006 JULY



特
集第

五
十
二
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
決
ま
る

小
学
校
低
学
年
（
一
・
二
年
）
の
部

○

ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ

友
達
の
ま
り
ち
ゃ
ん
は
目
が
み
え
な
い
。

そ
れ
で
考
え
た
。
「
見
え
な
い
」
っ
て
ど

ん
な
か
ん
じ
か
な
あ

○

ビ
ー
ズ
の
て
ん
と
う
む
し

と
も
だ
ち
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
低
学
年
の

女
の
子
な
ら
で
は
の
悩
み
を
描
く

○

と
く
べ
つ
な
い
ち
に
ち

初
め
て
の
学
校
。
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り

で
緊
張
し
た
ア
ル
ノ
の
一
日

○

あ
か
ち
ゃ
ん
て
ね

五
歳
の
姉
の
目
で
綴
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
誕

生
か
ら
一
年
間
の
写
真
絵
本

小
学
校
中
学
年
（
三
・
四
年
）
の
部

○

わ
た
し
た
ち
の
帽
子

と
あ
る
秘
密
が
ふ
り
つ
も
っ
た
ビ
ル
の
中

で
少
女
サ
キ
が
出
会
っ
た
の
は
…

○

ダ
ニ
エ
ル
の
ふ
し
ぎ
な
絵

相
手
を
思
い
や
り
受
け
入
れ
る
こ
と
。
自

分
ら
し
い
創
造
の
世
界
を
大
切
に
す
る
そ

ん
な
気
持
ち
が
描
か
れ
た
家
族
の
物
語

○

ロ
ボ
マ
マ

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
母
親
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
研
究

し
て
い
る
優
秀
な
女
性
だ
が
、
家
事
は
全

く
ダ
メ
。
そ
こ
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
…

○

イ
シ
ガ
メ
の
里

野
生
の
イ
シ
ガ
メ
の
生
態
を
観
察
し
た
感

動
の
写
真
絵
本

小
学
校
高
学
年
（
五
・
六
年
）
の
部

○

紅
玉

収
穫
間
近
か
の
り
ん
ご
畑
が
あ
ら
さ
れ
た
。

無
理
や
り
つ
れ
て
来
ら
れ
て
炭
鉱
で
働
か

さ
れ
た
人
た
ち
の
仕
業
だ
っ
た
。

○

う
そ
つ
き
大
ち
ゃ
ん

み
ん
な
か
ら
う
そ
つ
き
と
よ
ば
れ
て
一
人

で
あ
そ
ん
で
い
る
大
ち
ゃ
ん
が
川
で
妙
な

こ
と
を
や
っ
て
い
た
と
は
…

○

こ
ん
に
ち
は
、
ア
グ
ネ
ス
先
生

ア
ラ
ス
カ
の
小
さ
な
村
で
十
二
人
の
生
徒

た
ち
と
ア
グ
ネ
ス
先
生
が
信
頼
を
深
め
て

い
く
様
子

○

ラ
イ
ト
兄
弟
は
な
ぜ
飛
べ
た
の
か

飛
行
機
が
空
を
飛
ぶ
理
由
を
紙
飛
行
機
な

ど
を
使
っ
て
解
明
し
て
行
く

中
学
校
の
部

○

空
色
の
地
図

突
然
届
い
た
過
去
の
自
分
か
ら
の
手
紙
。

さ
わ
や
か
な
感
動
と
と
も
に
勇
気
が
湧
い

て
来
る
…

○

少
年
は
戦
場
へ
旅
立
っ
た

兵
士
に
あ
こ
が
れ
年
齢
を
い
つ
わ
っ
て
入

隊
し
て
戦
場
で
彼
が
見
た
も
の
は
…

○

走
れ
！
や
す
ほ

に
っ
ぽ
ん
縦
断
地
雷
教
室

地
雷
の
被
害
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
や
す

ほ
は
自
転
車
で
一
人
旅
に
出
発
し
た

高
等
学
校
の
部

○

そ
の
日
の
ま
え
に

消
え
行
く
命
の
前
で
妻
を
静
か
に
見
送
る

父
と
子
。
幸
せ
な
家
庭
と
は
…

○

オ
リ
ー
ブ
の
海

交
通
事
故
で
な
く
な
っ
た
目
立
た
な
い
同

級
生
が
残
し
た
日
記
に
は
…

○

オ
シ
ム
の
言
葉

Ｊ
リ
ー
グ
の
千
葉
を
初
の
タ
イ
ト
ル
獲
得

に
導
い
た
オ
シ
ム
監
督
。
サ
ラ
エ
ボ
の
名

将
の
半
生
を
た
ど
る
。

課
題
図
書
は
、
谷
汲
図
書
館
に
も
あ
り
ま
す

七
月
図
書
館
の
催
し
か
ら

揖
斐
川
図
書
館

図
書
館
訪
問

揖
斐
小
三
年
生

七
月
七
日

春
日
中
学
校

七
月
二
十
八
日

本
の
借
り
方
な
ど
を
勉
強
し
ま
す
。

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ス
タ
ー
ト

日
時

七
月
十
三
日

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
本
に
親
し
も
う

絵
本
の
ひ
ろ
ば

日
時

七
月
十
四
日

金
子
佳
代
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
子
育
て
と

読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

図
書
館
夜
間
開
館
始
ま
る

夏
季
夜
間
開
館
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
間

七
月
二
十
日（
木
）〜
八
月
三
十
日（
水
）

午
後
八
時
ま
で

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
図
書
館
休
館
日
・

八
月
十
五
日（
火
）は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
び
が
わ
図
書
館
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
本

ベ
ス
ト
５

１

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド

上
下

２

国
家
の
品
格

３

東
京
タ
ワ
ー

４

さ
お
だ
け
屋
は
な
ぜ
潰
れ
な
い
の
か

５

生
協
の
白
石
さ
ん

い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介
紙
面
の
都
合
上
本
の
一
部

一

般

書

骨
董
物
語

桐
島
洋
子

講
談
社

漱
石
の
妻

鳥
越

碧

講
談
社

蛍
の
石

真
野
ひ
ろ
み

講
談
社

カ
ン
ニ
ン
グ
の
少
女

黒
田
研
二

文
芸
春
秋

そ
の
他
は
図
書
館
に
て
一
覧
表
を
お
配
り
い

た
し
ま
す
。

た
に
ぐ
み
新
着
図
書
紹
介

一

般

書

秋
の
森
の
奇
跡

林
真
理
子

小
学
館

愛
の
流
刑
地

上
下

渡
辺
淳
一

幻
冬
社

村
上
昭
子
と
杵
島
直
美
の
漬
物
じ
ょ
う
ず

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

ほ
か

坂
内
図
書
館

本
の
入
れ
換
え
し
ま
し
た
。

親
子
読
書
・
幼
児
読
書
研
修
会
の
開
催

本
年
度
新
し
く
役
員
に
な
ら
れ
た
親
子
読
書
・

幼
児
読
書
の
役
員
の
方
を
中
心
に
研
修
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
中
央
公
民
館
の
会
議
室
に
い
っ

ぱ
い
の
皆
さ
ん
は
絵
本
作
家
の
樋
口
通
子
先
生

の
「
本
が
子
ど
も
に
与
え
る
も
の
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
拝
聴
し
ま

し
た
。

と
き

７
月
１
日
（
土
）

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ

揖
斐
川
図
書
館

お
お
き
な
絵
本

で
ん
し
ゃ
で
い
こ
う

で
ん
し
ゃ
で
か
え
ろ
う

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

あ
わ
ぶ
く
か
い
じ
ゅ
う

モ
ク
モ
ク
だ
い
�

紙
芝
居
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揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
案
内

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
「
揖
斐
川
と
鮎
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間
は
六
月
二
十
四
日
（
土
）
か
ら
七
月
三
十
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

主
な
展
示
作
品

「
ア
ー
ト
２
０
０
６
い
び
が
わ
」

文
芸
作
品
募
集

今
年
で
十
八
回
目
を
迎
え
る
「
ア
ー
ト

２
０
０
６
い
び
が
わ
」
で
は
、
次
の
と
お
り

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

種
目

題

応
募
点
数

短
歌

雑
詠

二
首
以
内

俳
句

当
季
雑
詠

二
句
以
内

川
柳

緑
・
揃
う

一
題
一
句

狂
俳

紅
葉
・
愛
ら
し
い
・

鳥
居
・
残
月
・
厳
し

い
・
す
ら
す
ら
・
入

学
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
大
雪
・
貫
徹

六
句
以
内

※
連
歌
・
連
句
は
募
集
し
ま
せ
ん
。

★
応
募
要
項

○
投
稿
用
紙
に
作
品
を
記
入
し
て
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
期
限

八
月
二
十
五
日
（
金
）

期
限
厳
守

○
送
り
先

〒
５
０
１
‐
０
６
０
３

揖
斐
川
町
上
南
方
９
０
１
‐
５

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
内

教
育
委
員
会
文
化
課

郵
送
も
し
く
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
各
振
興
事
務
所
、
揖
斐
川
町

中
央
公
民
館
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
に

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

（
℡
２
２
‐
５
３
７
３
）
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

★
入
選
発
表

９
月
下
旬

小小
中中
学学
生生
のの
皆皆
ささ
んん
もも
参参
加加

しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？

○
は
が
き
大
の
用
紙
（
学
校
で
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
）
に
、
短
歌
一
首
ま
た
は
俳
句
一

句
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

短
歌
と
俳
句
は
別
々
の
用
紙
に
書
い
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
短
歌
・
俳
句
と
も
一
人
一
首
、

一
人
一
句
と
し
ま
す
。

応
募
方
法
は
各
学
校
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

応
募
期
限
は
九
月
五
日
（
火
）
で
す
。

古
文
書
解
読
講
座
の
ご
案
内

■
日
時

七
月
一
日
（
土
）

午
後
二
時
〜
四
時

■
会
場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
室

「鮎」 福田翠光 画

「夕暁落鮎の頃」 内田正爾 画

「かがり火」 野原桜州 画

「運上簗図」 浅野春嶂 画

「揖斐川に生息する魚類剥製」
魚類剥製美術家 所 良保
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平成18年5月届出分

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて

「広報掲載申込書」をお出しください。

〈平成１８年６月１日現在〉

あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

窪
田
猛
男
さ
ん
（

永
）

野
菜

牧
村
さ
ん
（
房
島
）

野
菜

小
津
の
五
十
川
は
ぎ
子
さ
ん
よ
り
、
五
十

川
さ
ん
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
ま

つ
り
で
集
ま
っ
た
募
金
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

五
十
川
さ
ん
は
「
車
イ
ス
一
台
運
動
」
を

進
め
て
お
り
、
車
イ
ス
の
購
入
の
た
め
に
と
、

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
庭
倫
理
の
会
い
び
川

揖
斐
支
部
よ
り

車
い
す
１
台
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻

細野亜也子 （北方２区）

上村 久美 （羽島郡岐南町）

藤原 優美 （上野）

中村るみ子 （各務原市）

棚橋 由紀 （海津市）

夫

岩崎 友智 （北方１区）

�橋 義仁 （小柳）

木村 教人 （上野）

森 隆治 （谷汲名礼）

小寺 正樹 （春日川合）

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢

８３
６９
８９
８６
８６
７７
６８
７０
６１
６１
７９
７０
６６
９８
８１
９４
７４
８７
８２
８１
８６
８３
９３
８２

氏 名

林 敬�
野口 �彦
土屋たづゑ
安藤 玉尾
林 勇
細野 幸吉
渡邊 武
小里 津子
多田 祐證
青木 克仁
内藤 清子
細野八重子
平尾マサ子
平井 冬子
井上 �雄
所 勇
野原 滿男
樋口まさを
木原 二一
藤本きくを
仲野はなゑ
小 てつの
寺井 芳朗
水上二三男

地 区

北 方 ２ 区
極 楽 寺
伊 尾 野
上 町
下 町
上 ミ 野
野 田
小 柳

島
大 門
市 場
市 場
谷 汲 名 礼
谷 汲 名 礼
谷 汲 岐 礼
春 日 六 合
春 日 六 合
春 日 香 六
春 日 川 合
春 日 川 合
春 日 美 束
日 坂
西 横 山
坂 内 坂 本

世帯数（対前月比）
８，１３０（－７）
５，５３６（－１）
１，０９２（±０）
５８５（－４）
４６９（－２）
１８８（－１）
２６０（＋１）

女
１３，５８０
９，６２８
１，９１１
８２０
７３５
１７７
３０９

男
１２，４９８
８，９７２
１，７４９
７１０
６４１
１７９
２４７

人口（対前月比）
２６，０７８（－６２）
１８，６００（－３１）
３，６６０（－１４）
１，５３０（－１０）
１，３７６（－８）
３５６（－２）
５５６（＋３）

合計
揖斐川地区
谷汲地区
春日地区
久瀬地区
藤橋地区
坂内地区

出生 ～お誕生おめでとう～
赤ちゃん

り り な

梨々菜
れい な

怜奈
ま お

真桜
あや の

彩乃
み く

未久
まい こ

舞子
こう や

晃弥
かず と

一翔
はる あ

陽天
はる き

陽生
はる か

春翔
ま お

真央
はる か

晴月

お母さん

まき

智穂

明美

淳子

智恵美

典子

裕美

ルミ子

友香

美恵子

一美

祐子

瞳

お父さん

平本 智明

折戸 貴洋

筒井 郁雄

近藤 耕平

�野 成仁

松岡 慎一

池端 友和

中村 嘉秀

内 摂

土川 洋功

中村 広希

須甲 竜也

新井 友和

地 区

北 方 １ 区

北 方 ４ 区

北 方 ５ 区

雇用促進住宅

房 島 １ 区

下 新 町

前 島

島

中 瀬 古

上 野

市 場

市 場

坂 内 広 瀬
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介護予防事業とは？ 
　65歳以上の高齢者の方を対象に、介護が必要となる状態を予防することを目的とした
介護予防の講座や講演会、専門職による訪問指導・相談などを行います。 
介護予防事業には【一般高齢者向け事業】と【特定高齢者向け事業】があります。 

対象者は？ 
【一般高齢者向け事業】・・・65歳以上の高齢者の方 
【特定高齢者向け事業】・・・要支援・要介護状態となるおそれのある高齢者 
　　　　　　　　　　　　　　（高齢者人口の約5％） 
・介護保険の認定で「非該当(自立)」になった方のうち「介護予防が必要」とされた方 
・基本健康診査の結果、「介護予防が必要」とされた方 などが対象となります。 

どんな内容なの？ 
【一般高齢者向け事業】　 
　脳の健康教室、介護予防教室や講演会などを行います。 
【特定高齢者向け事業】 
・「運動器の機能向上」・・・運動機能が低下している、またはそのおそれがある高齢者 
　ストレッチや有酸素運動、簡易な器具を用いた運動などを実施し、転倒防止や運動機
能の低下を予防します。 
・「栄養改善」・・・低栄養状態にある、またはそのおそれがある高齢者 
　自分らしい生活の自己実現を支援することを目的として、個別的な栄養相談、集団的
な栄養教育を行います。 
・「口腔機能の向上」・・・口腔機能が低下している、またはそのおそれがある高齢者 
　口腔清掃の指導、摂食・嚥下機能に関する機能訓練の指導などを行います。 
・「うつ・閉じこもり・認知症予防」のための事業 
・保健師、栄養士、歯科衛生士などによる訪問指導や個別相談　などを行います。 

～ お問い合わせ先 ～ 
揖斐川町地域包括支援センター 
電話：23－1341 
場所：揖斐川町上南方193番地 

（※福祉総合支援センター内） 
※福祉総合支援センターは、 
　・地域包括支援センター　・子育て支援センター 
　・社会福祉協議会　・シルバー人材センター 
　が入っている複合施設です。 

どこで実施されるの？利用するにはどうしたらいいの？ 
・一般高齢者向け事業については、地域包括支援センターまたは社会福祉協議会（23－0411）
にお問いあわせください。 
・特定高齢者向け事業については、地域包括支援センターの保健師が訪問・相談などで
情報提供させていただき、皆さんのご意向をお聞きしながら開催していきます。 

Information Room

旧揖斐川幼稚園の建物を
活用しています。

福祉総合支援センターの
入口です。
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Information Room

７
月月
か
ら
役役
場
な
ど
の
開開
庁庁
時
間間
が
変変
更更
に
な
り
ま
す

役
場
、
振
興
事
務
所
な
ど
の
開
庁
時
間
が

職
員
の
勤
務
時
間
の
変
更
に
よ
り
、
７
月
１

日
（
※
７
月
１
・
２
日
は
閉
庁
日
）
か
ら
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で

�

７
月
１
日
か
ら

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
３０
分
ま
で

子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

ま
ぶ
し
く
輝
く
太
陽
に
水
あ
そ
び
が
い
ち

ば
ん
楽
し
い
季
節
。
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ

タ
、
セ
ミ
に
カ
マ
キ
リ
、
い
ろ
い
ろ
な
虫
と

の
出
会
い
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
何
よ

り
の
喜
び
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
教
室
な
ど
で
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
る
親
子
は
、
環
境
に
も
慣
れ
安
心
し

て
遊
び
、
お
母
さ
ん
方
の
交
流
も
盛
ん
と
な

り
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
す
。

今
月
は
、
夏
な
ら
で
は
の
あ
そ
び
を
し
な

が
ら
、
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

℡
２
３－

１
１
３
６

■
利
用
対
象

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
祭
日
、
土
・
日
曜
日

■
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

℡
５
７
‐
２
３
１
９

「
三
日日
里里
親親
」
を
募募
集
し
ま
す

三
日
里
親
と
は

県
内
の
児
童
養
護
施
設
に
生
活
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
中
で
、
夏
期
な
ど
の
帰
省
時

に
、
帰
れ
る
家
庭
の
な
い
児
童
や
家
庭
の
事

情
で
帰
省
で
き
な
い
児
童
を
民
間
篤
志
家
に

三
日
間
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
児
童
に
温
か

い
家
庭
の
雰
囲
気
を
体
験
さ
せ
る
た
め
に
、

岐
阜
県
の
委
託
を
受
け
岐
阜
県
里
親
連
合
会

（
西
濃
地
方
里
親
会
）
が
行
う
事
業
で
す
。

■
委
託
期
間

８
月
５
日（
土
）〜
８
月
７
日（
月
）

■
申
込
方
法

事
業
に
応
募
さ
れ
る
方
は
、

役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所

住
民
福
祉
課
に
「
三
日
里
親
申
込
用
紙
」
が

あ
り
ま
す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

６
月
２９
日（
木
）〜
７
月
７
日（
金
）

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支

援
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

年
金
相相
談談
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
待
ち
時
間
の
解

消
や
勤
労
者
な
ど
の
平
日
昼
間
に
相
談
で
き

な
い
方
へ
の
相
談
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、

次
の
と
お
り
年
金
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

毎
週
月
曜
日

午
後
７
時
ま
で
受
付
を
延
長

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
の
火
曜
日

に
実
施
）

※
た
だ
し
、
月
曜
日
が
月
末
の
場
合
は
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
都
合
で
実
施
さ
れ

ま
せ
ん
。
今
年
は
７
月
３１
日
が
実
施
さ
れ

な
い
日
と
な
り
ま
す
。

毎
月
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
受
付

詳
し
く
は
大
垣
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〒
５
０
３
‐
８
５
５
５

大
垣
市
八
島
町
１
１
４

℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
５
１
６
６

終
戦戦
当当
時
、
引引
揚揚
者
の
方方
々
か
ら
お
預預
か
り

し
た
通通
貨
・
証
券券
な
ど
を
返返
還還
し
て
い
ま
す

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
よ
り

引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
が
、
税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
が
、
今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
、
保
管

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ

り
ま
す
。

返
還
請
求
・
お
問
合
せ
は
、
ご
本
人
は
も

と
よ
り
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お

心
当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど

●
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
た

通
貨
・
証
券
な
ど

●
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
な

ど
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、

そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

返
還
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
先

財
務
局
名
古
屋
税
関
監
視
部
許
可
通
関
部
門

〒
４
５
５
‐
８
５
３
５
名
古
屋
市
港
区
入
船
二
丁
目

３
番
１２
号

℡
０
５
２
‐
６
５
４
‐
４
０
６
０

センタールーム活動（１０：００～１１：３０）

金 お教室
７ ♪
音楽リズム
雨森・岡部先生
１４
ぺこぐみ
５回目
２１
ぽこぐみ
５回目
２８
プール

※７月１１日（火） プール説明会
プールを利用される方は、参加してください。
なお、参加できない方は、指導員にお尋ねください。

・相談日の☆印は、担当者がすぐに対応させていただきます。
・♪印のある活動は要予約（７月の行事は６月下旬開始）
予約される方は、直接支援センターへ申し込みにきてください。

木 お教室
６
ミルキーぐみ
５回目
１３
モカぐみ
５回目
２０
プール

２７
プール

水 交流日
５
さくらんぼ
（０歳児）
１２
いちご
（１歳児）
１９
りんご
（２・３歳児）
２６
花モモ
（お年寄り交流）

火 行事
４ ♪
たなばたの会

１１
プール説明会
プールカード作成
１８ ♪
紙芝居の会
鷲見先生
２５ ♪
誕生会・食会
お話ルーム

月 相談日
３ ☆
ＭＩＬＫの日

１０ ☆
ＭＩＬＫの日

１７
海の日

２４ ♪
歯磨き教室
歯科衛生士指導
３１ ☆
ＭＩＬＫの日

毎週月曜日（園庭開放日） ９：３０～１２：００
毎週木曜日（コアラちゃんの日）９：３０～１１：３０

園庭開放日

七夕会

園庭開放日

薬草染め

長者の里 染織工房アトリエのの

園庭開放日

水あそび

園庭開放日

スライムあそび

園庭開放日

３日（月）

６日（木）

１０日（月）

１３日（木）

１７日（月）

２０日（木）

２４日（月）

２７日（木）

３１日（月）
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『
Ｉ
Ｔ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

Ｍ
Ｅ
Ｓ
ＳＳ
Ｅ

ｉ
ｎ

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ

―
第第
７
回
全全
国国
都都

市
づ
く
り
先先
進進
情
報報
技
術
展展
――
』
開開
催催

「
Ｉ
Ｔ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

ｉ
ｎ

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
」
で
は
、
従
来
の
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
や
建
設
・
土
木
関
連
シ
ス

テ
ム
な
ど
に
加
え
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
い

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
」
に
関
す
る
情
報
技
術
の

展
示
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
魅
力
あ

る
展
示
会
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

７
月
１３
日（
木
）〜
１４
日（
金
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

■
会

場

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
・

未
来
会
館

■
入
場
料

無
料

【
お
問
合
せ
先
】
県
庁
都
市
建
築
部
都
市
政

策
課

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
７
５
３
・
３
７
５
４
）

「
夏
休
み
親親
子
税税
金
探探
偵偵
団団
」団団
員員
募募
集

（
社
）大
垣
法
人
会
青
年
部
会
で
は
、
国
や

地
域
で
税
金
が
ど
の
よ
う
に
徴
収
さ
れ
、
活

用
さ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

夏
休
み
親
子
税
金
探
偵
団
を
企
画
し
、
そ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日

時

８
月
２４
日
（
木
）

８
時
集
合

１７
時
３０
分
解
散
（
予
定
）

■
集
合
場
所

大
垣
市
総
合
体
育
館
駐
車
場

■
募
集
人
員

西
濃
地
域
に
在
住
の
小
学
校

３
年
生
か
ら
中
学
生
の
親
子
１
２
０
人

■
見
学
先

大
垣
税
務
署

大
垣
市
役
所

岐
阜
県
警
本
部
新
庁
舎
ほ
か

■
参
加
費

大
人
（
中
学
生
以
上
）
１，

０
０
０
円

子
ど
も

５
０
０
円
（
昼
食
代
を
含
む
）

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
次
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】（
社
）大
垣
法
人
会
青
年
部
会

大
垣
市
旭
町
６
‐
３

大
垣
商
工
会
議
所
内

℡
０
５
８
４
‐
８
１
‐
１
２
８
８

FAX
０
５
８
４
‐
８
１
‐
１
５
３
９

E
-m
ail

ogkhojin@
ogaki-tv.ne.jp

「
緑緑
と
湖湖
に
親親
し
む
旬
間間
」

イ
ベ
ン
ト
参
加
募募
集

国
土
交
通
省
横
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
は
、

森
林
や
ダ
ム
、
河
川
な
ど
の
重
要
さ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
７
月

２１
日
か
ら
３１
日
を
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬

間
」
と
し
て
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

■
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

①
ダ
ム
見
学

●
内
容

ダ
ム
提
体
内
施
設
見
学

ビ
デ
オ
上
映

●
日
時

７
月
３０
日（
日
）９
時
〜
１５
時
３０
分

１
日
６
回
、
各
回
定
員
１０
名

②
奥
い
び
湖
体
験
巡
視

●
内
容

巡
視
船
に
よ
る
ダ
ム
湖
体
験
巡
視
、

小
学
生
以
上
で
事
前
予
約
者
の
み

（
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
日
時

７
月
３０
日
（
日
）

９
時
〜
１５
時

１
日
４
回

各
回
定
員
４
人

③
パ
ネ
ル
展
示

●
内
容

道
の
駅

星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し

で
横
山
ダ
ム
建
設
当
時
、
洪
水
調
節
時
な

ど
の
写
真
や
パ
ネ
ル
を
展
示

●
日
時

７
月
２１
日
〜
３１
日

■
参
加
対
象

ダ
ム
見
学
、
奥
い
び
湖
体
験
巡
視
と
も
に

事
前
予
約
さ
れ
た
方
。
（
た
だ
し
、
ダ
ム
見

学
に
つ
い
て
は
予
約
が
な
く
て
も
当
日
余
裕

が
あ
れ
ば
可
。）

奥
い
び
湖
体
験
巡
視
は
小
学
生
の
場
合
は

保
護
者
同
伴

■
参
加
費

い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
無
料

■
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
時

間
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
・
予
約
申
込
先
】
国
土
交
通
省

横
山
ダ
ム
工
事
事
務
所

総
務
課

℡

０
５
８
５
‐
５
２
‐
２
２
１
１

FAX

０
５
８
５
‐
５
２
‐
２
２
２
７

第56回 社会を明るくする運動
強調月間 ７月を“社会を明るくする運動”強調月間としています。
重点目標 「犯罪・非行の防止と更生の援助のため、地域住民の理解と参加を求める」
統一標語 「ふれあいと 対話が築く 明るい社会」

社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
次代を担う青少年の健全育成のため、“ふれあいと対話が築く明るい社会”をめざして「安全で安心して暮

らすことができる町！」「子どもが健やかに育つ地域社会！」を築いていきましょう。
揖斐川町社会を明るくする運動実施委員会

保護司会・更生保護女性部会
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平平成成１１８８年度度 自衛官官募募集案案内内

町町
営
住
宅宅
入入
居
者
募募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅

・
住

所

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸（
５
号
棟
１
０
３
号
室
）

・
建
設
年
度

昭
和
６２
年
度

・
構
造
な
ど

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
て

・
間

取

り

３
Ｄ
Ｋ

・
駐

車

場

１
台

・
家

賃

１
６，

７
０
０
円
〜

・
そ

の

他

浴
槽
・
風
呂
が
ま
は
入
居
者

持
込
に
な
り
ま
す
。
家
賃
の
他
に
共
益
費

（
浄
化
槽
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気

料
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

◎
水
道‥

上
水
道

下
水‥

共
用
浄
化
槽

②
そ
ら
む
き
町
営
住
宅
（
単
身
）

・
住

所

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸
（
２
０
５
号
室
）

・
建
設
年
度

平
成
１１
年
度

・
構
造
な
ど

中
層
耐
火
構
造
２
階
建
て

・
間

取

り

１
Ｋ

・
駐

車

場

１
台

・
家

賃

１
６，

１
０
０
円
〜

・
そ
の
他

本
住
宅
は
単
身
者
専
用
と
な
り

ま
す
。
家
賃
の
他
に
共
益
費
（
浄
化
槽
の

使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が

必
要
で
す
。

◎
水
道‥

簡
易
水
道

下
水‥
共
用
浄
化
槽

《
共
通
事
項
》

■
敷
金

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く

は
在
勤
（
勤
務
予
定
で
も
可
）
に
限
る
。

※
そ
の
他
所
得
要
件
あ
り

■
募
集
期
間

７
月
３
日
（
月
）
〜
７
月
１８
日
（
火
）

■
入
居
予
定
日

平
成
１８
年
８
月
１
日

【
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

町税などの納期限のお知らせ
６月３０日（金）は、町（県）民税（１期分・全納）、

国民健康保険税（２期分）、

介護保険料（２期分）の、

７月３１日（月）は、固定資産税（２期分）、

国民健康保険税（３期分）の納期限です。

納め忘れのないように、早めに納めましょう。

また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金残額

の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

待遇・その他

入隊後約６年で

３等海・空尉

教育期間約２年修了後

３等陸・海・空曹

入隊後約３年経過以降、

選考により

３等陸・海・空曹

陸上は２年、海上・航

空は３年を１任期とし

て任用

（以降は２年を１任期）

※平成１９年３月高等学校など卒業予定者の受付は、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降となります。

※詳しいお問い合せは、大垣市林町５－１８ 光和ビル２Ｆ「自衛隊岐阜地方連絡部 大垣事務所」まで。

ＴＥＬ ０５８４－７３－１１５０

ＵＲＬ http : //www.gifu.plo.jda.go.jp

試験期日

１次：９月２３日

２次：１０月１４日～１９日

３次：１１月１２日～１２月８日

１次：９月１６日

２次：１０月７日～１３日

受付時にお知らせします

９月２５日

受付期間

８月１日～

９月８日

年間を通じ行っ

ています

８月１日～

９月８日

資 格

高卒

（見込含む）

２１歳未満の者

１８歳以上

２４歳未満の者

１８歳以上

２７歳未満の者

募集予定人員

海・空合計

合計 １４０名

女子（上記内若干名）

陸・海・空合計

男子 約７８０名

女子 約 ６５名

陸・海・空合計

男子 約５２６０名

女子 約２７５名

陸・海・空合計

男子 約７９４０名

陸・海・空合計

女子 約７３０名

募集種目

航空学生

（パイロット養成制度）

一般曹候補学生

曹候補士

２等陸・海・空士

（任期制隊員）
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親親
子
で
学学
ぶ
「
お
茶茶
学学
セ
ミ
ナ
ー
」

開開
催催
の
お
知知
ら
せ

■
期
日

８
月
４
日（
金
）午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
対
象

揖
斐
郡
内
の
児
童
（
小
学
生
）
と

保
護
者

※
１
保
護
者
に
つ
き
児
童
複
数
名
も
可

■
内
容

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
お

茶
の
こ
と
。
お
茶
の
種
類
に
合
わ
せ
た
お

い
し
い
い
れ
方
。
ゲ
ー
ム
感
覚
の
「
茶
歌

舞
伎
」
に
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
お
茶
を
学

べ
ま
す
。
（
児
童
に
は
お
茶
の
詰
め
合
わ

せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

■
参
加
料

無
料

■
お
申
込
み

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
組
と

し
て
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
を
明

記
の
う
え
、
次
の
連
絡
先
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
（
７
月
１８
日
消
印
ま
で
有
効
）。

な
お
応
募
が
３０
組
を
超
え
た
場
合
に
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
連
絡
先
】

西
濃
地
域
揖
斐
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー

〒
５
０
１
‐
０
６
０
３

揖
斐
川
町
上
南
方
１
‐
１
揖
斐
総
合
庁
舎
内

℡
０
５
８
５
‐
２
３
‐
１
１
１
１（
内
線
２
４
５
）

FAX
０
５
８
５
‐
２
２
‐
５
３
９
０

担
当：

若
原

青青
少
年
の
た
め
の
科
学学
のの
祭祭
典典

岐岐
阜阜
大大
会
in
揖揖
斐
川川
開開
催催

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒

を
は
じ
め
広
く
青
少
年
に
科
学
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
科
学
の
祭
典
岐

阜
大
会
in
揖
斐
川
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
岐
阜
大
学
な
ど
の
理
科
専
門
の

学
生
さ
ん
が
多
数
参
加
し
て
、
大
ホ
ー
ル
や

ロ
ビ
ー
、
各
部
屋
に
わ
か
れ
、
楽
し
い
実
験

を
体
験
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
期

日

８
月
１
日（
火
）・
２
日（
水
）

■
演
示
時
間

午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

■
会

場

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
出
展
ブ
ー
ス

・
ス
ラ
イ
ム
作
り

・
風
船
電
話

・
ヒ
ュ
ー
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
ア
ニ
メ
ス
コ
ー
プ

・
ス
ト
ロ
ー
笛

ほ
か
多
数

当
日
の
内
容
は
、
小
中
学
生
に
限
ら
ず
幼

児
や
大
人
に
も
十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

内
容
で
す
の
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

平平
成成
１１９９
年

揖揖
斐
川川
町町
成成
人人
式
実

行行
委委
員員
募募
集
のの
お
知知
ら
せ

来
年
１
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
３０
分
か

ら
、
成
人
式
を
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
開

催
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
１９
年
成

人
式
の
企
画
・
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
新
成
人
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
成
人
式
の
対
象
と
な
る
の

は
、
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

成
人
式
実
行
委
員
会
へ
の
申
込
み
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、
揖
斐
川
町
社
会
教
育
課
（
２

２
‐
１
１
２
０
）
ま
で
。

昭
和
３３００
年
代代
〜

な
つ
か
し
の
お
も
ち
ゃ
展展
開開
催催

■
場

所

揖
斐
川
町
谷
汲
昆
虫
館

■
期

間

７
月
２２
日
〜
８
月
３１
日

（
月
曜
休
館
）

■
入

館

料

大
人
２
０
０
円

子
ど
も
１
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
】
揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ

℡
５
５
‐
２
０
２
０

７
月月
は
河
川川
愛愛
護護
月月
間間
で
す

川
は
わ
が
町
の
誇
り

木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
は
郷
土
の
原

風
景
で
す
。

そ
ん
な
身
近
な
川
を
い
つ
ま
で
も
美
し
く

保
つ
の
は
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
努
め
で

す
。川

の
ル
ー
ル
を
守
り
日
頃
か
ら
清
掃
な
ど

河
川
美
化
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

国
土
交
通
省

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成11111111111111111111111111111111111111111111111111118888888888888888888888888888888888888888888888888888年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
実施期間 ７月１１日（火）～７月２０日（木）

ゆずりあう心で 夏の交通事故防止

運転の重点

地 域 ぐ る み で 高 齢 者 の 交 通 事 故 を 防 止 す る

自 転 車 の 安 全 な 利 用 を 推 進 す る

無 謀 運 転 に よ る 交 通 事 故 を 追 放 す る
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揖
斐
川
町
坂
内
で「
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
な
ど
催
し
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

開
催
日
　
7
月
22
日（
土
） 

（龍神道中）　神戸町夜叉堂 12:00～　（予定） 
　　　　　　　揖斐川町八丈岩 13:20～　（予定） 
　　　　　　　揖斐川町東横山はたご岩 14:10～　（予定） 
　　　　　　　揖斐川町坂内川上長昌寺 15:20～　（予定） 
　（遊らんど坂内特設会場ステージ） 16:00～　（予定） 
※なお、荒天時は中止となりますので予めご了承ください。 

お問い合せ先：夜叉ヶ池伝説道中まつり実行委員会事務局 
（坂内振興事務所基盤整備課） 

　　　　　　　　　TEL：0585－53－2111

〜
今
年
は
8
月
6
日（
日
）に
開
催
予
定
で
す
〜
 

　
日
ご
ろ
、
私
た
ち
は
飲
み
水
や
農
業
に
、
商
工
業
に
、
憩
い
と
安
ら
ぎ
に
と
、
数

多
く
「
揖
斐
川
」
の
恩
恵
に
授
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
「
揖

斐
川
」
に
「
あ
り
が
と
う
、
お
か
げ
さ
ま
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
い
び
が
わ

の
祭
り
で
盛
大
に
「
あ
り
が
と
う
花
火
」
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
 

「
い
び
が
わ
の
祭
り
（
川
ま
つ
り
）
」
は
、
明
治
27
年
8
月
8
日
の
揖
斐
川
大
水
害

を
起
源
に
、
ま
た
揖
斐
川
に
伝
わ
る
カ
ッ
パ
伝
説
を
由
来
と
し
て
、
毎
年
8
月
に
花

火
を
打
ち
上
げ
、
水
利
・
水
運
の
安
全
を
祈
願
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

　
本
年
は
、
8
月
6
日
（
日
）
に
「
い
び
が
わ
の
祭
り
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
の
祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
あ
り
が
と
う
花
火
」
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
「
あ
り
が
と
う
花
火
」
へ
の
ご
協
賛
は
、
1
口
1，
0
0
0
円
か
ら
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
お
渡
し
し
ま
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ー
ル
に
あ

な
た
の
願
い
や
感
謝
の
気
持
ち
を
記
入
し
花
火
玉
に
貼
り
、
夏
の
夜
空
へ
打
ち
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？
 

　
昨
年
以
上
に
盛
大
な
花
火
大
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
協
賛
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

〈
お
問
い
合
せ
先
〉
　
　
揖
斐
川
観
光
協
会
（
揖
斐
川
町
役
場
商
工
観
光
課
内
） 

　
　
T
E
L
0
5
8
5
‐
2
2
‐
2
1
1
1
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第
15
回
　
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
IN
揖
斐
川
　
記
念
事
業
 

　
サ
ミ
ッ
ト
テ
ー
マ
「
川
面
に
暮
ら
し
　
川
と
と
も
に
生
き
る
」
 

一
幕
 

日
時
　
平
成
18
年
７
月
28
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開
場
　
７
時
開
演
 

　
　
　
　
　
　
　
７
月
29
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
開
場
　
６
時
開
演
 

場
所
　
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
 

主
催
　
揖
斐
川
町
・
揖
斐
川
町
川
サ
ミ
ッ
ト
水
神
実
行
委
員
会
 

主
管
　
揖
斐
川
町
文
化
協
会
 

〈
入
場
無
料
〉
入
場
整
理
券
を
中
央
公
民
館
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
 

神
話
が
人
を
支
配
す
る
時
は
 

お
わ
り
 

人
の
生
き
た
証
明
（
あ
か
し
）
が
 

伝
説
に
な
る
 

も
の
　
み
な
人
の
も
の
 

ふ
と
そ
う
思
う
煩
悩
の
か
け
ら
 

人
の
欲
望
（
ゆ
め
）
は
 

際
限
を
越
え
 

た
ヾ
豊
か
さ
へ
と
向
か
う
 

そ
の
人
々
の
物
語
 

カ
ッ
パ
も
棲
む
大
地
と
 

人
の
物
語
―
―
 

脚
本
　
　
　
　
　
　
　
弓
削
　
智
裕
 

作
曲
・
指
揮
　
　
　
　
森
　
三
恵
子
 

演
出
　
　
　
　
　
　
　
池
上
奈
都
子
 

 　
出
演
者
 

田
中
　
文
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
 

松
久
　
敦
子
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
 

加
賀
　
誠
二
（
テ
ノ
ー
ル
）
 

山
田
　
勇
基
（
バ
リ
ト
ン
）
 

合
唱
　
　
　
　
町
民
公
募
合
唱
団
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
数
十
名
）
 

 演
奏
　
　
　
　
　
　
　
「
水
神
」
管
弦
楽
団
 

練
習
ピ
ア
ノ
　
　
　
　
村
上
　
　
杏
 

 　
ス
タ
ッ
フ
 

総
監
督
　
　
　
　
　
　
桑
原
　
隆
一
 

舞
台
監
督
　
　
　
　
　
遠
藤
　
圭
介
 

舞
台
美
術
　
　
　
　
　
石
黒
　
　
諭
 

照
明
　
　
　
　
　
　
　
曽
我
　
裕
幸
 

音
響
　
　
　
　
　
　
　
仙
頭
　
　
聡
 

衣
裳
　
　
　
　
　
　
　
幅
上
　
智
里
 

舞
台
・
衣
裳
製
作
　
　
揖
斐
川
町
文
化
協
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

 製
作
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
敬
次
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
字
　
坪
井
　
景
照
 

〈併設〉協賛美術展「揖斐川の自然と文化」７／22― ７／30　中央公民館ロビー（文化協会員） 

全国川サミット in 揖斐川 
～河川愛護の集い～ 

川をテーマにした各種イベントが催されますので、皆さんのご参加をお待ちしています。 
　日　時　　7月29日（土）　午前9時～正午 
　場　所　　谷汲サンサンホール 

【主なイベント内容】 

ソプラノ歌手の 
下垣真希さん 

◆下垣真希さんによる河川愛護のトークとミニコンサート 
　ソプラノ歌手で金城学院大学の講師も務める下垣真希さんは、揖斐
川水源地域ビジョン策定会議の委員としても当町にゆかりがあり、
NPO法人グランドワーク東海での環境活動にも取り組んでおられます。 
　下垣さんの活動や経験を活かした河川愛護のトークとミニコンサー
トを、会場で披露していただきます。 
 
◆小中学生による河川研究事例の発表 
　坂内小学校、久瀬小学校、揖斐川中学校の児童生徒による河川研究事
例の発表を行います。身近な河川環境に対して小中学生の視点から調査・
研究した内容を、会場スクリーンを利用してわかりやすく紹介します。 
 
◆兵庫県猪名川町による河川取組事例の発表 
　昨年の「第14回全国川サミット」の開催地でもあり、全国川サミッ
ト連絡協議会の参加団体である兵庫県猪名川町による河川取組事例の
発表を行います。 
 
◆国土交通省など関係機関によるパネル展示　など 

いながわちょう 
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